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四国サンゴ礁における褐虫藻検出に関する研究 ～サンゴ内及び周辺環境からの検出～ 
○山下 洋 1，由良顕子 2，小池一彦 1 （1.広島大学大学院生物圏科学研究科，2.広島大学生物生産学部） 

 
【目的】 近年，サンゴの大量死につながる『サンゴの白化』現象が問題となっている。白化はサンゴに

共生する褐虫藻と呼ばれる渦鞭毛藻 Symbiodinium を，サンゴが何らかの原因により失うことである。

成長に必要な栄養のほとんどを褐虫藻に頼っているサンゴは，白化状態が長く続くとやがて死に至る。

褐虫藻には clade と呼ばれる遺伝的タイプが存在し，clade ごとに生理的特徴が異なることが示唆され，

これが宿主であるサンゴの環境耐性をも左右するとされる。このようにサンゴにとって重要なパートナー

である褐虫藻を，サンゴのほとんどの種は環境中から獲得することが知られる。しかし，サンゴを取り巻

く環境中には，どのような cladeの褐虫藻がどのぐらいの量存在しているのか，情報は断片的である。本

研究では，高緯度ではあるが豊かなサンゴ礁が広がる高知県の海水中に出現する褐虫藻の clade及び

その細胞密度を明らかにし，さらにこれらの系統的位置を解析した。 
【方法】 高知県幡多郡大月町，黒潮生物研究所前の海水 2.5 L を採取し，目合い 20 µm のふるいで夾

雑物を取り除いた後，海水中の粒子を孔径 0.8 µm のポリカーボネートフィルター上に捕集した。フィルタ

ー上の粒子から TE 煮沸法(Koike Yamashita et al., 2007)により DNA を抽出した。得られた DNA は褐

虫藻を clade ごとに検出・定量が可能な定量 PCR システムに供し，海水中に存在する褐虫藻の clade
及び細胞数を見積もった。また，同一の DNA 試料を用いて全ての clade の褐虫藻の ITS 領域(ITS1 – 
5.8S – ITS2)を増幅可能な PCR プライマーを用いて PCR 増幅を行い，増幅産物の塩基配列を決定し

た。得られた配列は，既存の配列と共に系統樹を構築し，海水中に出現した褐虫藻の系統的位置を明

らかにした。さらに，黒潮生物研究所前で Acropora sp. 2 群体, Pavona sp., Montipora sp.各 1 群体づ

つを採取し，これらに共生する褐虫藻の clade を調べ，海水中に出現した褐虫藻 clade と比較した。 
【結果と考察】 clade 別定量 PCR の結果，黒潮生物研究所前の海水中には clade A, C, D の褐虫藻

が出現し，その細胞数は海水 1 L あたり clade A が約 12,000 細胞，clade C が約 4,500 細胞，clade D
が約 100 細胞であった。図 1 に示す系統解析の結果，clade A のものは高知県室戸岬の Acropora sp.
から我々が分離した培養株と近縁であった。しかし，これらは黒潮生物研究所前の石の表面から分離し

た褐虫藻を含む，多くの free-living 褐虫藻から構成されるグループとは，異なるグループに属した。定量

PCR では検出された clade D の褐虫藻塩基配列は，海水中から決定することはできなかった。これは，

海水中に出現する clade D 褐虫藻が

clade A や C のものに比べ，低密度であ

ったことが原因であると考えられる。一方，

サンゴ内に目を向けると今回調査した全

てのサンゴに clade C が共生していたが，

Acropora sp.では 2 群体とも clade C と

共に clade F も共生していた。現在，サン

ゴ内に共生する clade C 褐虫藻が海水

中に出現する clade C 褐虫藻と同様のも

のであるか，詳しく調査中である。 
 本研究により高緯度サンゴ礁海域にお

いて初めて，サンゴを取り巻く環境中に

出現する褐虫藻の clade 及び細胞数が

明らかとなった。今後，これら環境中の

褐虫藻が単にサンゴから放出されたもの

なのか，新たに別のサンゴの共生ソース

となり得るか，興味が持たれる。また，低

緯度海域においても同様の調査を行い，

結果を比較することで，高緯度サンゴ礁

海域の特色についての理解がより深ま

ることが期待される。 


